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　加藤先生は、2004-2009年のERATO“加藤核内複合体プロジェク
ト”において多くの業績を上げられ、2010年からは特別推進研究“転
写制御を担うエピゲノム調節の分子機構の解明” を進められています。 
　キーワードは、転写、ヒストン、メチル化/アセチル化、エピゲノム、
核内受容体。染色体ヒストンタンパク修飾の特異的組み合わせによる遺伝
子発現制御が、エピゲノムの中核として注目を集めており、医学の分野でも
再生、癌、環境ホルモン、代謝疾患、加齢などとも深く関係します。  
　本セミナーでは、急速な勢いで展開しているエピゲノム研究で世界をリード
している加藤グループのホットな話題を提供いただけるはずです。 


